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香川大学大学院 地域マネジメント研究科の学生が考案した商品の 

㈱サークル K サンクスでの販売について 

 

                        

 

 

 

香川大学大学院 地域マネジメント研究科の学生が、当研究科で開講されております授業において開発した、

地域活性化に貢献するおにぎりセットを四国地区および広島県島嶼部の㈱サークル K サンクスにおいて 4 月 14

日～5月 12 日までの 4週間の期間限定で下記の通り販売いたします。 

記 

① 販売期間 

4 月 14 日～5月 12 日 

 

② 販売場所 

四国地区および広島県島嶼部のサークル Kサンクス 

 

③ 開発者メンバー 

香川大学大学院 地域マネジメント研究科 2 年 坂本幸司、河村卓哉、水尾峻輔、李暁シン 

指導教員：香川大学大学院 地域マネジメント研究科 教授 西山良明  

 

④ 発売に至った経緯 

提案は、経済産業省および香川経済同友会からの後援を受けて、当研究科で開講されております「実践型イン

ターンシップ」の活動において行われました。本講義で、学生は、香川県の実在企業から、その企業の抱える課

題の提示を受け、その課題解決に向けて、企業の方々とともに考え、最終的にその課題解決案を企業トップに提

案することを目的としました。 

今回、協力企業で、焼き豚の製造・販売を手掛ける㈲パイプラインの地域活性化という企業理念を受けて、地

域活性化に貢献する新商品の開発に目的を絞りました。当社では、最大の納入先企業が㈱サークル Kサンクスで

ありましたので、サークル Kサンクス向けの商品開発を行い、今回の発売に至ったものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川大学大学院 地域マネジメント研究科の学生が、地域活性化に貢献するおにぎりセットを四国地

区および広島県島嶼部の㈱サークル Kサンクスにおいて 4月 14日～5月 12日までの 4週間の期間限定

で販売いたします。 

 問い合わせ先  

 

香川大学 地域マネジメント研究科 共同研究室 長尾 敦史 

TEL：０８７－８３２－１８８２  FAX：０８７－８３２－１８８２

（香川大学地域マネジメント研究科 河村卓哉 080-****-****）   

E-mail：nagao@gsm.kagawa-u.ac.jp 

 



【本件に関するお問い合せ先】 

■株式会社サークルＫサンクス 広報ＩＲ秘書室 広報 TEL：03-6220-9004 

■有限会社パイプライン TEL：087-876-3354 

■香川大学大学院地域マネジメント研究科 TEL：087-832-1955 

                               ２０１１年４月５日 

株式会社サークルＫサンクス 

（有）パイプライン 

香川大学大学院地域マネジメント研究科 

 

“食を通したまちづくり”を応援します！ 

香川大学の学生が提案する『讃岐三昧』 
４月１４日（木）から四国地区のサークルＫとサンクスで販売 

株式会社サークルＫサンクス（本部：東京都中央区、代表取締役社長：中村 元彦）は、

香川大学大学院地域マネジメント研究科学生（坂本幸司・河村卓哉・水尾峻輔・李暁シン

と焼き豚Ｐ（有限会社パイプライン 代表取締役：安藤健介）が監修した、『讃岐三昧』（２

６０円・税込）を、４月１４日（木）から４週間の期間限定で四国地区４県のサークルＫ

とサンクス３６７店（２０１１年１月末現在、広島県の島嶼部含む）で販売します。本商

品は、焼き豚Ｐと香川大学大学院地域マネジメント研究科の学生が『地域活性化につなが

る地元食材を使用した商品提案』というテーマで商品企画を実施しました。讃岐コーチン、

香川県産米・マルキン醤油等、地元食材を使用した商品です。 

直接自分達で関わる事により、地域をより一層活性化したいと考え、実際にお客様から頂

いたアンケートに基づきメニューを開発、質・量共に満足頂ける商品が完成しました。 

サークルＫサンクスでは、地域に根ざした商品開発や地域振興への貢献などを目的に、こ

れまでも地産地消運動の推進や、産官学連携を行ってきました。今回は四国四県で販売す

る事で香川県食材の魅力を幅広いお客様にアピール致します。 

■商品概要 

『讃岐三昧』 ２６０円（税込） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

News Release 

『しっぽくうどん風おにぎり』 

しっぽくうどんをイメージしたおに

ぎりです。マルキン醤油を使用した

ダシご飯に、刻んだニンジン・大根・

油揚げ等を入れました。

『オムライス風おにぎり』 

讃岐コーチンを使用したチキンライ

スをタマゴシートで包んだオムライ

ス風のおにぎりです。 

『坦々風おにぎり』 

坦々麺のスープを焼豚Ｐの焼豚に併

せおにぎりの具材にしました。 



実践型インターンシップとは 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７月 ㈲パイプラインの状況の把握を行い、課題の提示を受ける。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左図のように、香川大学では香川経済同友会様と

連携し、優秀な学生を地元に定着させるために「地

元企業定着型 就職支援ネットワーク」という仕組

みを構築しております。この事業では「やる気ある

若者と、魅力ある中小企業」との「地元での就職ネ

ットワーク構築」を目標としています。 この連携

による目標達成のための取り組みの一つに「実践型

インターンシップ」があります。 学生は地元中小

企業でのインターンシップを通して「一連の仕事の

流れ」を体験することになります。  

学生にとっては、実在企業の仕事の進め方を経験で

きること、企画力・提案力の向上や マナー、時間管

理、チームワークなどの人間関係形成力の向上に結び

つくことが挙げられます。一方、企業にとっては、若

い感性からの問題提起と課題解決の方向性の提案な

どが得られること、また大学との連携強化につながる

ことなどが挙げられます。本授業において、学生は実

在企業から課題提示を受け、その課題解決に向けて企

業の方々と共に考え、最終的にはその課題解決のあり

方について企業側トップに提案していくまでの一連

のプロセスを経験することができます。 

今回この「実践型インターンシップ」の実施対象企

業として香川経済同友会の中から、有限会社パイプラ

イン様の協力を得ることになりました。パイプライン

様は香川県中部で建築業に従事しておりましたが、公

共事業の発注減による経営危機を打開するため、焼き

豚を中心とした食品の製造・販売に新規参入をした地

元ベンチャー企業であります。パイプライン様では

「地元食材の消費促進によって地域活性化へ貢献す

ること」を事業方針に掲げております。今回学生に与

えられた課題は、「食品事業の方針を踏まえた新たな

商品の開発」であります。 
 



９月 サークル K サンクスの店頭でアンケートを実施 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2010.10～2011.03 商品提案に向け、準備の始めから提案まで 

  

 

 

 

 

 

  

 

                                                 

                                         

  

 

 

 

 

 

 

 

同友会の発表（準備から発表まで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートの作成、実施により、顧客

目線を意識した商品の開発に、近づけ

る努力を行う。アンケートの質問内容

から顧客ニーズを引出し、プロダクト

アウトからではなく、マーケットイン

の発想による商品開発を目指しまし

た。 

米、具材を分け重量を測定し、平均的比率を調べ

たうえで、試作品を自力で調理した。 
初回提案から、回を重ねること 7 回。製造工程や、

味の問題、具の大きさなど、細部にわたる打ち合

わせをくりかえした。 

話し合い

最後の同友会

発表 

ブレスト風景 

事前調査 
第１回商品提案

商品試作 

第２回商品提案

第４回商品提案



発売決定商品の特徴 

販売地域が四国であることを受け、当初香川にこだわらないで様々な提案を行った結果、地

元香川の大学生として、香川にもっとこだわりをもった商品提案を求められました。そこで、

香川県の地産地消に貢献が期待できる食材を調べ、香川県を主な軸に商品を考えました。調理

案は、様々な味で楽しんでいただきたいと考えていたところ、セットの豪華な味付けとして象

徴的な味付けはないかと思案した結果、和洋中のおむすびセットを考案しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和風のおむすびは、香川県産の米・醤

油・のりを使用したしっぽく風おむすび

です。  

あっさりとした和風の味付けは、讃岐

を代表する郷土料理・しっぽくうどんを

おむすびにしました。甘みのある和風の

懐かしい味に仕上げ、香川の郷土料理を

コンビニ商品として四国全域で楽しん

でもらおうという想いがございます。 

中華風のおむすびは、焼き豚 P と香

川県産の米・のりを使用した坦々風お

むすびです。  

日本人にとって中華料理の代表格

の一つである坦々麺をおむすびにし

ました。 お客様に受け入れられやす

く、わかりやすい味になっておりま

す。３つのアイテムの中で辛みという

変化のある味を表現し、食べる人にと

って飽きの来ない構成にしました。 

 

洋風のおむすびは、香川県産の讃岐

コーチン・米を使用したオムライスお

むすびです。  

日本人にとって代表的な洋食であ

るオムライスをおむすびにした商品

です。香川県が消費拡大に力を入れる

讃岐コーチンを使用することで１次

産業の活性化と地産地消に貢献でき

ます。  



サークルKサンクスとパイプラインとの連携

• サークルKサンクス

「MOTプロジェクト」

JIMOTO＝じもと（地元）

MOTTO＝もっと

MOTTAINAI＝もったいない

地域のお客様に愛されるお店づくり

の一環としての地産地消活動 • 香川大学地域マネジメント研究科

地域づくりの主体的、先導的担い手、地域創造
の中枢的担い手となるマネジメント能力を持つ
専門家の養成

焼き豚Pの製造を手掛ける
地元企業

•地域の活性化につながる地
元食材を使った商品を中心
に、他県の食材とも連携を図
り、より「おいしい」、より「活
気ある」地方発商品を研究
•強く地元を愛する安藤社長
の存在

有限会社パイプライン

5地域マネジメント研究科

「讃岐三昧」地元食材の商品化 
四国の食材を使用した新しいおにぎりの開発というテーマを用いて、地元のおいしい食

材を使い、地元の皆さんの笑顔をいただける商品を提案しました。（おむすびの食材は、米

から、メインの食材まで全部香川県産の食材を使用する。）焼き豚や讃岐コーチンなどの高

級食材を使うだけではなく、さらに３個セットで、和洋中、おいしいことを追求した商品

です。すべて香川県県産品であるので、地域マネジメント研究科の学生として、地域活性

化に微力ながら貢献したい。 
 

「讃岐の幸 おでかけセット」をサークルＫサンクスに商品化の提案→四国および広島県島嶼

一部で販売→四国および広島県島嶼一部で売上上位を目ざす→食材の安定供給確保、顧客創造

の課題をクリア→讃岐コーチンを含む地元食材を定番メニューに→一次産業から六次産業に 
本商品の波及効果について この商品をきっかけに実力を伴った地域活性化モデルを目指す！  
   
 

「讃岐三昧」による地域活性化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 



これまでに学んだ事と感想 
 地域マネジメントの学生の我々は、入学してからもっと地域活性化の重要性を感じています。

地域が活発化するからこそ、我々は住民として、ここでの暮らしが最適であると感じられると

思います。学生としては、大きなことはできないですが、微力ながら、県産品をもっとたくさ

んの方々が召しがっていただいて、香川県県産品の良さをもっと知っていただきたいです。  
 今回「讃岐の幸 おでかけセット」を作る機会を持ちまして、多くの人たちの協力を得て、

絆を深めることができ、地域の絆の輪も広がりました。安藤社長をはじめ、たくさんの方々か

ら協力の大切さを教えてくれて、本当に感謝しています。 
 私たちは、これからも地元で活動し、頑張っていきたいです。 
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